




本調査は，モスクワ・オリンピノク参加の可否を決定する JOCの緊急理事会 (55年 5月24
日）の開かれる 2日前 (5月22日）に，本学生（学部 3年生 217名）について行ったものであ
る。





















































217名 100 % (273) (97%) 
゜゜
（ 7) (2%) 
199 92% (274) (97%) 
4 1% （ 3) (1 %) 
14 6% （ 4) (1 %) 
① ある 182 84 % ** (273) (97%) 
② ない 11 5%* ( 3)(1%) 
③ わからない 24 11% ( 4)(1%) 
五輪への関心は，回答のほとんどがオリンピックに関心をもち，意義を肯定している。
オリンピ y クを見たことがあるは，本学学生の場合，テレビを通してということであろう。




① 干渉すべきでない 57 26 % 
＊ (111) 
② 干渉されても仕方がない 47 22%** (23) 
③ 五輪も政治からの独立は不可能 70 32 % (95) 
④ 政府が財政援助している以上，政治力をもつのは当然
(39 %)  
(8 %)  
(34 %) 
26 12 % * (46) ・ (16 %) 








① 大統領選挙に利用しているのが不愉快 29 13 % (45) (16 %) 
② 米国の国益から当然 21 10 % ** (101) (36 %) 
③ 他国に強制すべきでない 134 62 % ** (125) (44 %) 




問 7 政府か JOCに不参加を勧告しているが？
① 当然 16 7 % ** (120) (43 %) 
② もっと明確に要求しろ 34 16 % (43) (15 %) 
③ 政府見解は出すべきでない 52 24 % ** (101) (36 %) 






① 国の援助は期待するな 19 9 %* (34) (12 %) 
② 独自に費用を工面せよ 5 2% ＊＊ (32) (11 %) 
③ スポーツ振興法の精神から援助するのは当然
180 83% ＊ (211) (75 %) 
本学学生の「オリンピック意識」についての調査 35 










53 o/ (158) 
33 o/ ＊＊ (62) 
(56 %) 
(22 %) 
③ 不参加を表明すべきだ 10 5 % * (50) (18 %) 













16 % * (19) (7  %) 
58 % * (141) (50 %) 
32 15 % * (113) (40 %) 








① 経済負担が軽減されるのでよい 28 13 % * (94) (33 %) 
② 選手の交流のため一都市がよい 135 62 % * (155) (55 %) 






15 7 % ** (38) (13 %) 
② 各国民が身近に接するためにも持ち回り開催がよい
123 57 % * (187) (66 %) 
③ 既存施設のある国で開催 35 16 % (43) (15 %) 





① 参加選手数を縮小せよ 30 20 % ** (106) (38 %) 
② 参加者は多くてよい 148 67 % * (167) (59 %) 





① やめた方がよい 28 13 % * (26) (9  %) 
② やめる必要はない 139 64 % * (210) (74 %) 
③ 出場国，選手数を減らせ 6 3%** (40) (14%) 





① 国民の関心事，やめる必要なし 127 59%** (129) (46%) 
② 不必要 6 3 % * * (63) (22 %) 
③ 毎日は不要，最終日だけでよい 71 33 % (83) (29 %) 
④ わからない 12 6 % ( 3) (1 %) 




















④ 旗，歌，式ともすべてやめる 3 1% ＊ (20) (7  %) 
⑤ 旗だけなくせばよい 3 1%  （ 2) (1 %) 
⑥歌だけなくせばよい 12 6 % ＊ （ 2) (1 %) 
⑦ わからない 25 12 % (10) (4  %) 
問 16 選手のブレザーコート{,ユニホームについて
① 必要 142 65 % ＊ (136) (43 %) 
② 不必要 11 5%  ＊ (34) (12 %) 
③ 自由にすればよい 43 20 % ＊＊ (100) (39 %) 




問 13 開催競技 21, 203種目は？
① 競技数を減らせ 5 2% ＊ (38) (13 %) 
② 競技の中の種目を減らせ 12 6%  ＊＊ (72) (26 %) 
③ 現状のままでよい 55 26 % ＊ (26) (9  %) 
④ もっとふやしてもよい 117 56 % ＊ (125) (44 %) 
⑤ 実施競技を入れかえよ ， 4%  （ 7) (2  %) 





問 17 憲章で選手は国の代表でなく，個人の資格となっている。現在は， NOCの承認が
必要だが，将来は個人参加の道を開こうとの動きに対して
① 統制を保っために現状のままで 66 30 % ** (160) (57 %) 
② NOCに代表決定権だけを与える 58 27 % (82) 
③個人の意思にまかせよ 52 24 % ** (26) 
④ わからない 41 19 % ( 9) 
統制する必要があるというのと個人の意思が多いが，同様にわからないも多い。
9. IO Cの構成について
問 19 IO Cは加盟 144NOCから 89委員で構成されている。委員の構成は
① 現状でよい 29 13 % ** (63) 
② 各国同数の委員で構成せよ 87 40 % ** (50) 
③ 各国 1人と主要国から少数参加 13 6 %** (104) 
(29 %) 
(9  %) 



















＊＊ ① アマチュアと思う 61 28 % -1'-1'- (49) (17 %) 
② アマチュアとは思わない 49 23 % ＊ (46) (16 %) 
③ 大多数はアマチュア 73 34 % * (126) (45 %) 
④ 少数はアマチュア 22 10 % * (49) (17 %) 




① 賛成 38 18 % 







③ わからない 40 19 % (13) (5 %) 
問 22 出場資格を厳しく，純粋のアマチュアだけの大会とする
＊＊ ① 賛成 65 30 % -r-r- (126) (45 %) 
② いまの程度でよい 98 45 % * * (100) (35 %) 
③ もっと資格を緩和してよい 29 13 % (36) (13 %) 










①一切商業主義は排除せよ 32 15 % ＊＊ (118) (42 %) 
② 直接金銭さえもらわねばよい 60 28 % ＊＊ (56) (20 %) 
③ 強化のために使用するのはよい 79 36 % (100) (35 %) 






① 人間の力だけで競うべきだ 141 65 % ** (229) (81 %) 
② 平等な条件の場合のみ利用も可 58 27 % ＊＊ (42) (15%) 
③ 利用してもかまわない 7 3% ( 7) (2%) 





① いまのままなら消滅的 21 10 % (22) (8  %) 
② 存続するためには改革が必要 162 75 % * (193) (68 %) 
③ このままでも存続していける 15 7%** (51) (18%) 
④ わからない 17 8 % (14) (5 %) 
オリンピノクの将来については， 「改革が必要」が75％を示している。 2年前の IO Cの委
員会では「楽観してよい」と「困難はあるが悲観的でない」と見る意見が96％もあったそうで
あるが，今回のアンケートでは，朝日の場合も，本学学生も，改革の必要を痛感している。世
界的な動勢と政治的問題がオリンピノクに黒い影を投げかけている現状は否定できないであろ
う。何等かの改革が期待される。
3．まとめ
朝日新聞社によるアンケート 25項についての反応は，総体的にみて，五輪に関心をもつ一般
とあまり大差は無いと言ってよかろう。
しかし，はじめに触れたように（わからない）が目立っていたことは残念であった。
とくに，学生らしい反応として気づいたものをあげてみれば，政治とのかかわりあいについ
ては， 「政府に干渉されても仕方がない」が一般よりも多く，現実主義があらわれている。し
かし， 「他国に強制すべきでない」との国家間の問題についての判断には，学生らしさが表明
されている。
モスクワという社会主義国家開催の問題については， IOCの決定に従うという一般の傾向
と同じく半数が反応したが，社会主義国家においてについての好感と反感が同率 (15.16%)
であったことは，本学学生の穏健な思想の表れとみてよかろう。
五輪開催方法については，従来通りの意見が多い。これも一般と同傾向であった。種目，開
会式，国歌，国旗，ブレザーコートについて，とくに国家意識を意識することはないようであ
る。あったとしても，当然として肯定している。しかし，今後の五輪の開催については「改革
の必要あり」が75％もある。これは，どのようなものになるか。 「その具体案は？」という質
問が出ても「わからない」が多いのでは困ってしまう。
